
 

運転免許に必要な最低限の身体的・精神的適性要件 

免許 A - B 

視力

両眼視力 単眼視力

総合視力 7/10 以上、矯正視力を使用し

ても、視力が悪い方の目は 2/10 以上で

なければならない。 

視野：水平方向で少なくとも 120° の視

野 

矯正レンズを使用しても視

力が 8/10 以上であるこ

と。 

視野：水平方向で少なくと

も 120° の視野 

聴力

各耳から、2メートル以上離れた距離で会話音声を認識できる必要が

ある。
 

免許 C – D - E 

視力

両眼視力

矯正レンズを使用しても、最良の目で 8/10 以上、最も弱い目で 4/10 

以上の視力が必要。両眼視野は水平方向で少なくとも 160°。

聴力

会話音声を 8メートル以上の距離で認識し、音声が最も聞き取りにく

い耳で 2メートル以上離れた距離で認識できることが必要。補聴器な

しで聴力機能の評価を行う。 

 

全免許タイプ 
運転に必要な眼鏡、補聴器、またはその他の補助具が義務であるか

を明記すること。

 

全免許タイプ 

障害となる病気
重度の内分泌障害運転の安全

性を脅かす程度のもの

運転免許取得不

可能 

神経系の病気

脳炎、多発性硬化症、重度の

筋無力症や神経系の病気、筋

肉萎縮やミオトニア症状を伴

うもの

運転免許取得不

可能 

神経系の末梢障害



 

てんかん

重度の腎不全

全免許タイプ 

四肢 
解剖学的または機能的な障害

がある場合

運転免許取得不

可能 

心血管疾患 
心筋症などの既知の疾患を持

つ運転者に対しては、突然の

障害発生のリスクを評価する

必要がある。

医師の許可があ

る場合に限る。

糖尿病 

薬で低血糖を引き起こす可能

性がある糖尿病患者は、低血

糖のリスクを理解し、その病

状を適切に管理できることを

証明しなければならない。

医師の許可があ

る場合に限る。

依存症 

アルコール依存症や、アルコ

ール消費と運転を切り離せな

い状態：

運転免許取得不

可能 

定期的に薬を使用している場

合、薬の摂取量が運転能力に

影響を与える場合

運転免許取得不

可能 

精神的障害 精神的な障害が重度の場合
運転免許取得不

可能

神経学的疾患
重度の神経疾患で運転の安全

性に問題がある場合

医師の許可があ

る場合に限る。

睡眠障害 

夜間閉塞性無呼吸症候群によ

る睡眠障害があり、昼間の強

い眠気や注意力の低下があ

り、処方された治療で適切に

管理されていない場合：

医師の許可があ

る場合に限る。 


